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＊ 遊行寺宝物館 

特別展『国宝 一遍聖絵』【10月 10日（土）～12月 14日（月）】 

・休館日：毎週火・水・木曜日（11月 3日を除く） 

入館料：800円（小・中学生 400円、小学生未満は無料） 
 

 

 今月の催事予定   
・骨董市 【6、20 日】 

毎月第 1日曜日…蚤
のみ

の市 〈お問合わせ TEL：090-4416-2168（石田）〉 

毎月第 3日曜日…ボロ市  〈お問合わせ TEL：090-2660-6935（中島）〉 

＊午前 8時よりお昼過ぎまで(雨天中止) 

 今月の行事予定 
  

・第８回 文化
ぶ ん か

講演会
こうえんかい

公開
こうかい

講座
こ う ざ

 【14 日 開場：午後 1 時・開演：午後 2 時】 

演題：露の団姫の笑う門には極楽浄土 ～仏教落語と講演会～ 

僧侶・落語家として、テレビ等でご活躍中の露
つゆ

の団
ま る

姫
こ

さんを講師にお迎えします。 

本堂で開催されるため先着４００名様までとさせていただきます。（申込等不要です） 
  

・月 例
げ つ れ い

法 話 会
ほ う わ か い

 【23 日午後 2 時より】 

信徒会館にて、ご参加は自由です。 

当月講師：時宗布教伝道研究所  兵庫県明石市 法音寺 井上誠子 師 
 

遊行寺だより 

＊特別展『国宝 一遍
いっぺん

聖
ひじり

絵
え

』のご案内＊ 
 

いよいよ今月１０日に遊行寺宝物館のリニューアルオープン、そして『国宝 一遍聖絵」展

の開催を迎えます。「一遍聖絵」は宗祖一遍上人のご生涯を描いた絵巻物で、その全段全巻を

一挙に公開するのは初めての試みです。 

展示会場は遊行寺宝物館、県立歴史博物館、県立金沢文庫の３会場で、さらに特別協力とし

て東京国立博物館では別本の第 7巻と関連作品の展示もあります。 

また、関連イベントも多数行われます。詳細はお配りしたチラシ、またはホームページをご

覧ください。 

二度とないかもしれない貴重なこの機会に、ぜひ会場へ足を運んでいただき、美しく、情緒

あふれる一遍聖絵の世界をご堪能ください。 



孤 独 を 恐 れ な い 心 

 

 

 

 『一遍聖絵』の中に右のような和歌があります。 

これは、『無量寿経
む り ょ う じ ゅ き ょ う

』の「独
ひ と

り生まれ、独り死し、独り去り、独り来る」

という一説を踏まえての作といわれています。 
 

 さて、現代社会はインターネットなどで情報が行き交い、常に他者

との繋がりを感じられるにもかかわらず、孤独の時代と言われます。 

それは、集団として生きることが「孤独」から目をそらすことができる

反面、“孤独になる”ことへの恐怖感を増幅させるからではないでしょう

か。この恐怖感の大きさは、携帯電話やアルコール、ギャンブルなど

への依存という形となって現れているように思います。 
 

ところで、「孤独」と聞くと、悪いイメージだけを思い浮かべる方が多

いのではないでしょうか。そもそも人間とは、本来孤独な存在であり、

集団であっても、一人一人が縁あって集まり関わっているだけだと、

お釈迦様も一遍上人も説かれます。 

だからこそ、共生
きょうせい

するためには立場や違いを超えて、お互いに認め

合い、尊重
そんちょう

し合うことが重要であると示されているのです。 
 

 孤独とは辛く悲しいものです。だからこそ、孤独に押しつぶされない

ように、人間誰しも孤独であるという事実を受け入れ、自己を見つめ

なおし、新たな境地に自分を高めるようとすることが大切なのではない

でしょうか。 

合掌 

 時宗総本山 遊行寺
ゆぎょうじ

 〒251-0001 藤沢市西富 1-8-1 

TEL:0466（22）2063  FAX：0466（23）8243 
ホームページ： http://www.jishu.or.jp 

今月のおことば 

宗祖の 

を お

の
づ
か
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あ
ひ い

あ
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と
き
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わ
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れ
て
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（ 

『
一
遍
聖
絵
』 

第
七
巻 

第
三
段
） 

～ 一遍上人のおこころ ～ 

縁によって人と出会うときも別れた

後も、人間はいつも独りなのです。 

独り生まれて独り死ぬのが本来な

のです。 

フェイスブックでも遊行寺の

様子や情報を随時配信してい

ます。 

イイネ！していただくと、記事

をお読みいただけます。 


